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(57)【要約】
【課題】長軸像と短軸像との中間の複数の角度位置に置
ける断層像を比較的精度よく、簡単な操作で調整可能に
する。
【解決手段】超音波探触子３の握り部２３の断面２３ａ
の形状を６角形以上の多角形に形成し、超音波探触子３
を軸回りに１又は複数角（ピッチ）数、回転することに
より、簡単な操作で、比較的精度よく調整して撮像する
。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に超音波を送信し、診断部位から反射するエコー信号を受信する超音波探触子
において、前記超音波探触子を指で挟み持つ握り部の断面形状が６角形以上の多角形に形
成されてなることを特徴とする超音波探触子。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波探触子において、
　前記多角形は、円に外接する正多角形又は長円に外接する長多角形であることを特徴と
する超音波探触子。
【請求項３】
　被検体に超音波を送受信する超音波探触子と、前記超音波探触子から受信される超音波
画像データに基いて超音波画像を構成する超音波画像構成部と、前記超音波画像を表示す
る表示部とを備えた超音波診断装置であって、
　前記超音波探触子は、請求項１又は２のいずれかに記載の超音波探触子であることを特
徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療診断に用いる超音波探触子及びこれを用いた超音波診断装置に係り、特
に、超音波探触子の握り部の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波探触子は、被検体内に超音波を送信し、診断部位から反射するエコー信号を受信
するものである。超音波診断装置は、受信した反射エコー信号に基づいて診断部位の画像
を生成してモニタに表示し、画像を観察して医療診断を行なう。
【０００３】
　このような医療診断に用いられる超音波探触子として、特許文献１に記載されているよ
うに、複数の振動子を１次元配列して超音波送受信面を構成したものが知られている。電
子走査型の超音波探触子には大別して、リニア型超音波探触子とセクタ型超音波探触子と
がある。リニア型超音波探触子は腹部検査に好適であり、セクタ型超音波探触子は心臓検
査に好適である。なお、リニア走査型の変形として、コンベックス型超音波探触子があり
、小型のコンベックス型超音波探触子も心臓検査に用いられる。
【０００４】
　一般に、振動子が配列された方向を長軸方向と称し、これに直交する方向を短軸方向と
称し、被検体の所望部位を撮像する場合は、超音波探触子の送受信面を被検体の体表に押
し当てて超音波の送受信を行なってモニタに画像を表示し、モニタの超音波像を観察しな
がら、送受信面の鉛直軸の傾きや、長軸方向の向きを変えて超音波スキャン面を操作して
所望の断面における断層像を取得するようにしている。
【０００５】
　例えば、心臓の診断においては、心壁の運動を観察して評価するために、いろいろな方
向から心臓の断面を撮像して描出することが要求される。この場合、例えば、検査者が超
音波探触子の握り部を指先で摘むように保持して体表に押し当て、握り部に形成されたマ
ークを基準として指先の操作で送受信面の長軸を面内で回転して、例えば、基準位置（０
°）とする長軸像と、これに対して９０°ずれたいわゆる短軸像を撮像することが行なわ
れている。特に、セクタ型超音波探触子の例でも、握り部の断面形状は丸みを帯びた長方
形に形成されているので、比較的精度よく９０°回転することできる。
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－４５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　ところで、心臓の運動を評価する場合には、長軸像（０°）と短軸像（９０°）の断面
だけでなく、それらの間の４５°、あるいは１３５°等の角度における断層像を撮像する
要請がある。このような中間角度の場合、従来技術によれば、検査者の経験と勘によって
、指先の操作で送受信面の長軸を面内で回転して角度調整しなければならないから、精度
が悪いだけでなく、操作が煩雑であるという問題がある。
【０００８】
　本発明が解決しようとする課題は、長軸像と短軸像との中間の複数の角度位置に置ける
断層像を比較的精度よく、簡単な操作で調整可能にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記の課題を解決するため、超音波探触子の握り部の断面形状を６角形以上
の多角形にすることを特徴とする。
【００１０】
　これによれば、超音波探触子の握り部を指先（例えば、親指と人さし指、あるいはこれ
らに加えて中指）で挟み持ち、多角形の角数に応じて超音波探触子を軸回りに１又は複数
角（ピッチ）数、回転することにより、例えば、３０°ピッチ、４５°ピッチ、６０°ピ
ッチ等の複数の角度位置に簡単な操作で、比較的精度よく調整可能になる。
【００１１】
　ここで、多角形は、偶数角が好ましく、６角形、８角形、１２角形、１６角形を採用す
ることができる。多角形は、円に外接する正多角形であることが好ましい。この場合、６
角形の場合は６０°ピッチ、８角形の場合は４５°ピッチ、１２角形の場合は３０°ピッ
チ、１６角形の場合は、２２．５°ピッチで回転する場合に好ましい。なお、多角形は、
正多角形である必要はなく、長円に外接する長多角形でもよい。要は、多角形の面のうち
、２つの指で挟む対向する２つの面の法線が、基準位置である０°に対し、３０°ピッチ
、４５°ピッチ、６０°ピッチ等の複数の角度位置に形成されていればよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、長軸像と短軸像との中間の複数の角度位置に置ける断層像を比較的精
度よく、簡単な操作で調整可能にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明を適用してなる超音波診断装置について図を用いて説明する。図９は、本
発明を適用した超音波診断装置の構成を示すブロック図である。超音波診断装置１は、被
検体２内に超音波を送受信して得られた反射エコー信号を用いて、診断部位について２次
元超音波画像あるいは３次元超音波画像を形成して表示するもので、被検体２に超音波を
照射し受信する振動素子を備えた超音波探触子３と、超音波信号を送受信する超音波送受
信部４と、受信信号に基いて２次元超音波画像（Ｂモード画像）あるいは３次元超音波画
像を構成する超音波画像構成部５と、超音波画像構成部５において構成された超音波画像
を表示する表示部６と、各構成要素を制御する制御部７と、制御部７に指示を与えるコン
トロールパネル８を有している。
【００１４】
　ここで、各構成要素を具体的に説明する。超音波探触子３は、振動素子が超音波探触子
の長軸方向に１～ｍチャンネル分配列される。ここで、短軸方向にｋ個に切断されて１～
ｋチャンネル分配列されている場合、短軸方向の各振動素子（１～ｋチャンネル）に与え
る遅延時間を変えることにより、短軸方向にも送波や受波のフォーカスがかけられるよう
になっている。また、短軸方向の各振動素子に与える超音波送信信号の振幅を変えること
により送波重み付けがかけられ、短軸方向の各振動素子からの超音波受信信号の増幅度又
は減衰度を変えることにより受波重み付けがかけられるようになっている。さらに、短軸
方向のそれぞれの振動素子をオン、オフすることにより、口径制御ができるようになって
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いる。
【００１５】
　なお、超音波探触子３は、超音波送信部４から供給される駆動信号に重畳して印加され
るバイアス電圧の大きさに応じて超音波受信感度つまり電気機械結合係数が変化する。
【００１６】
　超音波送受信部４は、超音波探触子３に送信信号を供給するとともに受信した反射エコ
ー信号を処理するもので、その内部には、超音波探触子３を制御し超音波ビームの打ち出
しをさせる送波回路と、この打ち出しされた超音波ビームの被検体内からの反射エコー信
号を受信し生体情報を収集する受波回路と、これらを制御する制御回路とを有している。
【００１７】
　超音波画像構成部５は、超音波送受信部４で処理した反射エコー信号を超音波断層像に
変換するもので、順次入力される反射エコー信号に基づいて超音波画像を形成するデジタ
ルスキャンコンバータと、超音波画像を記憶する磁気ディスク装置及びＲＡＭからなる記
憶装置とからなり、超音波送受信部４で受信した反射エコー信号を信号処理し、２次元超
音波画像や３次元超音波画像，各種ドプラ画像に画像化して出力する。
【００１８】
　表示部６は、超音波画像構成部５で作成された画像を表示制御部を介して入力し超音波
画像として表示するもので、例えばＣＲＴモニタ、液晶モニタからなる。
【００１９】
　そして、制御部７は、前記各構成要素の動作を制御するもので、ユーザインターフェー
ス回路とのインターフェースを有する制御コンピュータシステムより構成されている。こ
の制御部７は、それに含まれるユーザインターフェース及び該ユーザフェースインターフ
ェースからの情報等から超音波送受信部４を制御する。また、超音波送受信部４で受信し
た生体情報を超音波画像構成部５に転送したり、超音波画像構成部５で画像化した情報を
表示制御部に伝送するなどの制御を行う。
【００２０】
　以下に、本発明の特徴である超音波探触子３の握り部の構成を、実施例に分けて説明す
る。
【実施例１】
【００２１】
　図１は本発明の超音波探触子３の一実施例の握り部の断面図を示し、図２は本実施例の
超音波探触子３の外観斜視図を示し、図３は本実施例の超音波探触子３の正面図である。
【００２２】
　図２、図３に示すように、超音波探触子３は、配列振動子とバッキング材、音響整合層
、音響レンズ等から成る振動子部１１と、配列振動子の電極とケーブルとの接続回路を収
納する本体部１２と、ケーブルのブッシングとケーブルとから成るケーブル部１３とを有
している。
【００２３】
　配列振動子２０の各素子は、実際には音響レンズに覆われて外部から見えないが、超音
波の送受信面２１の長軸方向に沿って短冊状に配列されている。本体部１２のケース２２
には、くびれ状に形成された握り部２３と丸み部２４が形成されている。握り部２３は振
動子部１１に連なる部分に位置し、検査者が指で超音波探触子３を掴む部分として形成さ
れている。握り部２３の詳細構成については、後述する。丸み部２４は握り部２３に連な
りケーブル部１３までの部分に位置し、検査者が超音波探触子３を掴んだときに親指と人
差し指のつけ根にフィッティングするように、真円形、楕円形、長円形を含む円形に形成
されている。なお、それらの図において、振動子部１１には、穿刺用のアタッチメントを
取り付ける凹状の取り付け部２５と、凸状の取り付け部２６が形成されている。
【００２４】
　ここで、図１を参照して、本実施例の握り部２３の断面構成を説明する。図１は、図３
のC－Cにおける握り部２３の断面図である。図示のように、握り部２３の断面２３ａは、
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外形が正８角形の多角形に形成されている。そして、握り部２３の正８角形のＡ面に対応
する部位に突起部２７が設けられている。検査者が突起部２７を指で触れることにより、
被検体に押し当てている超音波探触子３の長軸方向を認識できるようになっている。また
、突起部２７はスキャン開始点を示しており、検査者は突起部２７により、スキャン開始
点を把握し、超音波診断装置のモニタに表示された画像を確認することができる。丸み部
２４にも同様に突起部が設けられており、親指と人差し指の間のつけ根の部分でもスキャ
ン開始点を把握することができるようになっている。例えば、突起部２７が超音波探触子
３の軸心、つまり送受信面の中心を通る長軸方向上に形成されていれば、突起部２７の位
置が基準位置（０°）となる。なお、握り部２３の断面の内面形状は円形である。
【００２５】
　次に、本実施例の超音波探触子３の使用方法について説明する。まず、図示Ｂ面に親指
を当てて、Ｂ面に対向する面に人差し指を当てて超音波探触子３を挟み持つ。この状態の
ときに、突起部２７が形成されたＡ面が図示位置にあれば、長軸像を撮像できる。次に、
この長軸像から４５°ずれた位置の断層像を取得する場合は、親指で超音波探触子３を軸
回りに１ピッチ回転させることにより、いわゆる４５°画像を撮像することができる。さ
らに回転させて、親指がＤ面に当接した状態になると、いわゆる９０°画像である短軸像
を撮像することができる。
【００２６】
　以上説明したように、本実施例によれば、超音波探触子３の握り部２３を指先（例えば
、親指と人さし指、あるいはこれらに加えて中指）で挟み持ち、正８角形の角数に応じて
超音波探触子３を軸回りに１又は複数角（ピッチ）数、回転することにより、例えば、長
軸像の０°画像に対して、４５°画像、９０°画像を、簡単な操作で、比較的精度よく調
整して撮像することが可能になる。
【実施例２】
【００２７】
　図４に本発明の超音波探触子の他の実施例の握り部の断面図を示す。超音波探触子その
ものは、図２、３に記載の超音波探触子３と同一に形成され、実施例１と相違する点は握
り部２３の断面２３ａの形状を正８角形ではなく、長軸方向に長い長８角形にしたことに
ある。なお、握り部２３の断面２３ａの内面形状は長軸方向に長い長円形である。
【００２８】
　本実施例によっても、実施例１と同様に、長８角形の各面に設定された角度で、超音波
探触子３を軸回りに１又は複数角（ピッチ）数、回転することにより、簡単な操作で、比
較的精度よく調整して撮像することが可能になる。
【実施例３】
【００２９】
　図５に本発明の超音波探触子の他の実施例の握り部の断面図を示す。超音波探触子その
ものは、図２、３に記載の超音波探触子３と同一に形成され、実施例１と相違する点は握
り部２３の断面２３ａの形状を正１２角形に形成したことにある。なお、握り部２３の断
面２３ａの内面形状は円形である。
【００３０】
　本実施例によれば、長軸像の０°画像と９０°画像の他に、親指がＣ面に当接させた３
０°画像、親指がＤ面に当接させた６０°画像を、簡単な操作で、比較的精度よく調整し
て撮像することが可能になる。
【実施例４】
【００３１】
　図６に本発明の超音波探触子の他の実施例の握り部の断面図を示す。超音波探触子その
ものは、図２、３に記載の超音波探触子３と同一に形成され、実施例３と相違する点は握
り部２３の断面２３ａの形状を正１２角形ではなく、長軸方向に長い長１２角形にしたこ
とにある。なお、握り部２３の断面２３ａの内面形状は長軸方向に長い長円形である。
【００３２】
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　本実施例によっても、実施例３と同様に、長１２角形の各面に設定された角度で、超音
波探触子３を軸回りに１又は複数角（ピッチ）数、回転することにより、簡単な操作で、
比較的精度よく調整して撮像することが可能になる。
【実施例５】
【００３３】
　図７に本発明の超音波探触子の他の実施例の握り部の断面図を示す。超音波探触子その
ものは、図２、３に記載の超音波探触子３と同一に形成され、実施例１と相違する点は握
り部２３の断面２３ａの形状を正１６角形に形成したことにある。なお、握り部２３の断
面２３ａの内面形状は円形である。
【００３４】
　本実施例によれば、長軸像の０°画像と９０°画像の他に、親指をＣ面に当接させた３
０°画像、親指をＤ面に当接させた４５°画像、親指をＥ面に当接させた６０°画像を、
簡単な操作で、比較的精度よく調整して撮像することが可能になる。
【実施例６】
【００３５】
　図８に本発明の超音波探触子の他の実施例の握り部の断面図を示す。超音波探触子その
ものは、図２、３に記載の超音波探触子３と同一に形成され、実施例５と相違する点は握
り部２３の断面２３ａの形状を正１６角形ではなく、長軸方向に長い長１６角形にしたこ
とにある。なお、握り部２３の断面２３ａの内面形状は長軸方向に長い長円形である。
【００３６】
　本実施例によっても、実施例５と同様に、長１６角形の各面に設定された角度で、超音
波探触子３を軸回りに１又は複数角（ピッチ）数、回転することにより、簡単な操作で、
比較的精度よく調整して撮像することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の超音波探触子の実施例１の握り部の断面図を示す。
【図２】実施例１の超音波探触子の外観斜視図を示す。
【図３】実施例１の超音波探触子の正面図である。
【図４】本発明の超音波探触子の実施例２の握り部の断面図を示す。
【図５】本発明の超音波探触子の実施例３の握り部の断面図を示す。
【図６】本発明の超音波探触子の実施例４の握り部の断面図を示す。
【図７】本発明の超音波探触子の実施例５の握り部の断面図を示す。
【図８】本発明の超音波探触子の実施例６の握り部の断面図を示す。
【図９】本発明の一実施形態の超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００３８】
　３　超音波探触子
　２１　送受信面
  ２３　握り部
　２３a　断面 　
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